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新庁舎・複合施設の建設が進んでいます。現場
では、施工者の田中建設株式会社、株式会社関
組の特定建設工事共同企業体と発注者の池田町
が力を合わせ、責任を持って取り組んでいます。
完成は令和9年5月、開庁は令和9年秋ごろを
予定しています。

これからの池田町を支える、
新しい庁舎。



月3 定例会
3月定例会が3月11日から3月18日の8日間にわたり開催され、

令和7年度一般会計補正予算、令和8年度一般会計及び各特別会計
予算、公営企業会計、条例の改正等の議案など、計34議案が提出
され、全議案可決されました。（令和8年3月11日〜18日開催）

第 回１ 臨時会
議案第35号 池田町課の設置条例の一部改正について

…町土整備課と木望の森づくり課を統合し、新たに「まちと森整備課」を設置

令和 8 年第 1 回臨時会が 3 月24 日に開催され、条例の改正
議案が提出され可決されました。

■議案第10号・11号・21号は、宇野邦弘議員が反対

町長施政方針及び諸事の報告

〇新庁舎・複合施設本体の建設工事や関連する工事等..................................21億1,999万円
〇行政システムの統一・標準化に伴う、ガバメントクラウド使用料や、
　業務用パソコンの入替等.....................................................................................1億1,880万円
〇家事や育児を家族で一緒に協力しながら行うことを推奨する、
　パパ育とも家事事業や、ようこそ赤ちゃん事業、ママがんばる手当.................... 1,204万円
〇脱炭素推進において、町内の太陽光発電や小水力発電で生産された
　電気を各家庭に販売する、エネルギー会社への出資金等...............................1億1,894万円
〇木質バイオマスエネルギー、チップ保管庫建設工事............................................... 2,994万円
〇あそびハウスの建替や、ツリーピクニックアドベンチャーの
　魅力向上に向けた経費等....................................................................................1億1,082万円
〇道路除雪関係経費等...........................................................................................1億6,442万円
〇町道稲荷月ヶ瀬線改良工事等.................................................................................... 1,282万円
〇修学旅行経費の補助や入学時に必要な費用の補助...................................................378万円

令 和 8 年 3 月定 例 会

人口減少に伴う諸課題は容易には解決できないが、私たちがあきらめてしまえば、町民が苦しみ、誇りを
失い、町を捨ててしまいかねない、との危機意識のもと課題は大きく困難であっても挑んでいく。

池田町にはまだ共同する力や相互扶助の精神、自然と付き合う技術、季節を味わう食の文化などが残って
おり、町は今、これらの宝資源を活用する企画力、調整力の発揮が求められている。また、町には熱心な事
業活動や献身的な社会活動にご尽力いただいている皆様がいる。

1つ1つは小さく限られたものかもしれないが、 連携、共同により広がりが増し、高まることにつながる。 
「人やことをつなぐ」「後押しする」「アイデアを出す」などのリーダー育てに尽力していきたいと考えている。

（令和8年3月24日開催）

一
万
円
未
満
切
捨
て

主

事
業

な

小さい社会だからこそできるを生かそう
　  小さくても多くの実践する力をつなごう

令和8年度
テーマ

議案第 8 号 令和7年度 池田町簡易水道事業会計補正予算（第4号）
…事業の実績に合わせ、840万3千円を減額し、予算総額を4億5,140万円とする

議案第 9 号 令和7年度 池田町下水道事業会計補正予算（第4号）
…事業の実績に合わせ、1,813万1千円を減額し、予算総額を3億8,588万5千円とする

議案第10号 令和8年度 池田町一般会計予算
…予算額64億4,400万円（前年比24億2,800万円の増、60.5%の増）

議案第11号 令和8年度 池田町国民健康保険特別会計予算
議案第12号 令和8年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計予算
議案第13号 令和8年度 池田町介護保険特別会計予算
議案第14号 令和8年度 池田町後期高齢者医療特別会計予算
議案第15号 令和8年度 池田町簡易水道事業会計予算…予算3億6,042万円
議案第16号 令和8年度 池田町下水道事業会計予算……予算4億534万4千円

議案第17号 池田町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の制定について
…池田町児童館を、児童厚生施設から放課後児童健全育成事業の施設として位置付ける条例を整備

議案第18号
池田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
…児童福祉法の改正に伴い、乳児等通園支援事業の実施に必要な保育の水準を確保するために、
設備及び運営に関する基準を定める

議案第19号 池田町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
…子ども子育て支援法の改正に伴い、乳児等通園支援事業を実施するにあたり、利用者の給付認定等に関する基準を定める

議案第20号 池田町議会議員及び池田町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
…法律の一部改正に伴い、公費負担に係る単価について改定を行う

議案第21号
池田町国民健康保険税条例の一部改正について
…国民健康保険税に、新たに子ども子育て支援納付金賦課額に加える。また、賦課限度額等の
　引上げにより低所得者層の保険税軽減拡大を行う

議案第22号 池田町子ども医療費の助成に関する条例等の一部改正について
…医療費助成に係る時効の請求期限を、現行の6か月から2年へと延長する

議案第23号
池田町集落定住支援住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
…使用者による太陽光発電の売電申請が難しく、売電収入を使用者が得ることができなくなった
　ため、家賃の算定に組み込まれていた売電収入分を控除する

議案第24号 公の施設の指定者管理者の指定期間の変更について
議案第25号 公の施設の指定者管理者の指定について（池田町農業公社）
議案第26号 公の施設の指定者管理者の指定について（まちUPいけだ）
議案第27号 公の施設の指定者管理者の指定について（魚見手作りこんにゃく組合）	
議案第28号 公の施設の指定者管理者の指定について（福井県農業協同組合）
議案第29号 公の施設の指定者管理者の指定について（池田町社会福祉協議会）
議案第30号 公の施設の指定者管理者の指定について（クロダハウス）

議案第31号 池田町過疎地域持続的発展計画の変更について
…過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の規定による変更

議案第32号 町道路線の変更について
…国道417号、冠山峠道路の旧道移管に伴う、町道田代線の終点を変更

議案第33号 物品購入契約の締結について(グラップル）…契約額:税込1,232万円　契約者:コマツサービスエース㈱
議案第34号 物品購入契約の締結について（チッパー）……契約額:税込5,830万円　契約者:㈱マツボー

議案第 1 号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第1号　令和7年度池田町一般会計補正予算　第9号）
…町道法面崩壊により、復旧工事に必要な測量費555万5千円を専決処分

議案第 2 号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第2号　令和7年度池田町一般会計補正予算　第10号）
…衆議院議員選挙の費用576万9千円を専決処分

議案第 3 号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第3号　令和7年度池田町一般会計補正予算　第11号）
…除雪出動回数の増に伴う除雪経費6,800万円を専決処分

議案第 4 号 令和7年度 池田町一般会計補正予算（第12号）
…人件費や事業実績見込みにより2億193万4千円を減額し、予算総額を48億7,810万9千円とする

議案第 5 号 令和7年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）	
議案第 6 号 令和7年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第3号）
議案第 7 号 令和7年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第4号）

各事業の実績により
3,438万7千円を減額し、総額
を10億8,619万4千円とする

総額で10億1,280万円

指定管理者を指定する
ため、対象となる施設
名、指定管理者の団体の
名称、指定期間について
定める
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従
来
と
比
較
し
半
分
以
下
に
な
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
評

価
は
予
定
通
り（
51
％
削
減
）と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
評
価
基
準
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
で
す
べ
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
う
も
の
で
は
な
い
。

富
田
議
員
　
小
規
模
園
芸
で
サ

ル
対
策
の
電
柵
設
置
補
助
事
業
費

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、出
荷
を

要
件
と
す
る
補
助
内
容
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
村
政
策
課
長
　
出
荷
を
条
件

と
す
る
内
容
に
つ
い
て
の
変
更

予
定
は
な
い
。
農
業
公
社
の
ほ
場

巡
回
時
や
一
○
一
匠
の
会
員
に
は
、

補
助
の
活
用
方
法
や
、
設
置
の
指

導
も
行
っ
て
い
る
。

富
田
議
員
　
空
調
設
備
で
減
額

補
正
は
何
台
分
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
空
調
能
力
に

応
じ
て
、
当
初
計
画
よ
り
導
入
台

数
を
２
台
減
と
し
た
こ
と
や
、
入

札
差
金
に
よ
る
実
績
減
額
で
あ
る
。

協
力
が
な
い
と
厳
し
い
と

思
う
。

丸
石
議
員
　
監
査
員
や
各
委
員

の
報
酬
に
つ
い
て
、定
期
的
な
見

直
し
は
行
っ
て
い
る
か
。

議
会
事
務
局
長

  

当
初
よ
り
見

直
し
は
し
て
い
な
い
。

保
健
福
祉
課

佐
野
議
員
　
新
婚
さ
ん
補
助
の

上
限
は
。
ま
た
、
住
宅
新
築
支
援

は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
県
と
国
に
よ

り
一
組
あ
た
り
最
大
１
０
０
万
の

支
援
が
あ
る
。
令
和
６
年
度
以
降
、

町
独
自
の
住
宅
新
築
支
援
は
な
い
。

丸
石
議
員
　
敬
老
ご
ち
そ
う
券

に
つ
い
て
、こ
っ
て
コ
テ
い
け
だ

の
移
動
販
売
車
の
時
刻
表
を
同
封

し
て
配
布
し
て
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
そ
の
よ
う
に

対
応
を
検
討
す
る
。

宇
野
一
正
議
員

 

ま
ち
エ
ネ
池

田
の
職
員
体
制
は
。設
置
す
る
太

陽
光
パ
ネ
ル
は
誰
の
資
産
に
な

る
の
か
。志
津
原
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
古
民
家
は
ど
の
部
分

を
改
修
し
た
の
か
。

に
す
る
こ
と
で
受
付
を
一
つ
に
す

る
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
に
有

利
に
な
る
。
そ
の
人
員
を
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

丸
石
議
員
　
あ
そ
び
ハ
ウ
ス
は
、

明
確
な
中
長
期
計
画
に
基
づ
く
判

断
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。本

施
設
は
採
算
性
か
福
祉
的
な
目
的

か
、そ
の
位
置
づ
け
を
問
う
。
ま

た
、将
来
的
に
赤
字
を
理
由
に
事

業
を
見
直
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、ど
の
よ
う
な
考
え
で
運
営
し

て
い
く
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
観
光
的
な
側

面
に
加
え
、
町
民
の
た
め
の「
木

育
」施
設
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

も
の
。
こ
れ
ま
で
の
運
営
で
は
、

平
日
の
利
用
促
進
の
取
り
組
み
が

丸
石
議
員
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
は
小
さ
い
自
治
体
だ
と
不
便

と
思
う
が
、池
田
町
は
ど
う
か
。

総
務
財
政
課
長

  

ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
の
経
費
負
担
は
大
き
い
。

帳
票
は
、
国
が
定
め
た
様
式
で
統

一
さ
れ
て
い
る
の
で
見
や
す
さ
な

ど
工
夫
は
出
来
な
い
。
融
通
性
は

減
り
、
コ
ス
ト
は
増
し
、
国
補
助

は
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
と
は
…

国
の
省
庁
や
自
治
体
が
共
通

利
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム

令
和
７
年
度  

補
正
予
算

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長
　
ま
ち

エ
ネ
専
属
に
な
る
人
材
を
募
集
し

て
い
る
。
設
置
し
た
パ
ネ
ル
は
ま

ち
エ
ネ
い
け
だ
の
資
産
に
な
る
が
、

20
年
後
は
譲
渡
と
な
る
。
志
津
原

の
古
民
家
は
１
階
リ
ビ
ン
グ
と
２

階
一
部
を
回
収
し
た
。

※
ま
ち
エ
ネ
い
け
だ
と
は
…
町
内

の
太
陽
光
発
電
や
小
水
力
発

電
な
ど
か
ら
生
産
さ
れ
た
電

気（
再
エ
ネ
電
気
）を
町
内
で

使
用（
地
産
地
消
）で
き
る
よ

う
に
設
立
し
た
、
町
独
自
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
。

丸
石
議
員
　
ま
ち
エ
ネ
い
け
だ

は
町
主
導
の
体
制
で
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、今
後
５
年
で
一
区
切
り

宇
野
邦
弘
議
員
　
障
害
施
設
児

童
措
置
費
増
は
な
ぜ
か
。予
防
接

種
減
の
要
因
は
。

保
健
福
祉
課
長
　

児
童
措
置

費
に
つ
い
て
は
、
利
用
人
数
や
日

数
が
増
え
て
い
る
。
予
防
接
種
減

の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
自

己
負
担
な
し
で
予
算
計
上
し
た
が
、

丹
南
広
域
管
内
で
自
己
負
担
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
委
託
料

減
と
な
っ
た
。

佐
野
議
員

  

令
和
7
年
度

会
計
で
、
約
2
億
円
の
減
額

補
正
と
な
っ
て
い
る
。予
算
計

上
の
時
点
で
、最
終
実
績
に
応

じ
た
予
算
計
上
が
出
来
れ
ば

他
の
政
策
に
予
算
が
使
え
る

の
で
は
な
い
か
。

岡
村
議
員
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
に
な
っ
た
こ
と
で
共
同
電
算

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
含
め
、丹

南
広
域
組
合
と
の
関
係
は
。

総
務
財
政
課
長
　

今
後
、
丹
南

広
域
組
合
に
て
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

丸
石
議
員
　
庁
舎
・
複
合
施
設

建
設
事
業
費
で
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
評
価
に

お
い
て
は
、予
定
通
り
の
評
価
が

と
れ
た
の
か
。

総
括
監
理
官
　
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
と
は

建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が

し
た
後
の
運
営
体
制
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

副
町
長
　
現
時
点
で
体
制
変
更

予
定
は
な
い
。
今
後
５
年
間
で
収

益
化
と
雇
用
創
出
を
目
指
し
体
制

整
備
を
進
め
て
い
く
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
ま
ち
エ
ネ
い

け
だ
の
送
配
電
の
設
備
等
は
？

副
町
長
　
北
陸
送
配
電
の
送
電

設
備
を
借
り
る
こ
と
と
な
る
。

佐
野
議
員

 

こ
れ
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
は
、
深
層
部
分

ま
で
住
民
に
十
分
な
理
解
が

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
本
事
業
で
池
田
町
が
目

指
す
目
標
、経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、も
っ

と
伝
達
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
淸
水
議
員

 

集
落
セ
ン
タ
ー

へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
を

モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

農
村
政
策
課

淸
水
議
員
　
あ
そ
び
ハ
ウ
ス
の

改
修
に
お
い
て
、お
も
ち
ゃ
ハ
ウ

ス
を
解
体
し
、一
体
運
用
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

農
村
政
策
課
長
　

建
物
を
一
体

令
和
8
年
度  

当
初
予
算

総
務
財
政
課

淸
水
議
員
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
機
器
導
入
設
定
業
務
委
託
は
機

器
購
入
も
含
む
の
か
。職
員
用
パ

ソ
コ
ン
の
80
台
新
規
購
入
に
つ
い

て
、一
台
当
た
り
の
単
価
が
高
い

が
ど
の
よ
う
な
ス
ペ
ッ
ク
の
物
か
。

総
務
財
政
課
長
　
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
機
器
導
入
委
託
料
に
は
機

器
代
も
含
ま
れ
て
い
る
。

総
務
財
政
課
主
査 

職
員
用
パ
ソ

コ
ン
は
一
般
的
な
ス
ペ
ッ
ク
の
物

で
あ
り
、
入
札
の
た
め
実
際
の
購

入
価
格
は
予
算
額
よ
り
下
が
る
見

通
し
で
あ
る
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
、福
鉄
線
が
な
く
な
っ
た

ら
マ
イ
バ
ス
等
で
カ
バ
ー
で
き
る

の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
福
鉄
に
代
わ

る
代
替
案
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

佐
野
議
員

 

福
井
駅
へ
の

マ
イ
バ
ス
の
運
営
は
、役
場

が
主
体
と
な
り
町
民
の
協
働

の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

福
鉄
便
の
マ
イ
バ
ス
で
の
運

営
は
、更
な
る
町
民
の
方
の

十
分
で
な
か
っ
た
点
を
踏
ま
え
、

今
後
は
子
育
て
世
代
の
居
場
所
と

し
て
の
機
能
強
化
に
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。
ま
た
、
運
営
に
つ
い

て
は
指
定
管
理
料
3
0
0
万
円
を

基
本
と
し
、
3
年
間
の
指
定
管
理

期
間
に
お
い
て
、
そ
の
範
囲
内
で

運
営
を
求
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

丸
石
議
員
　
観
光
情
報
発
信
業

務
委
託
料
１
︐４
０
０
万
円
の
う

ち
９
６
３
万
円
を
中
京
圏
誘
客
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
充
て
る
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
目
的
は
。

農
村
政
策
課
長
　
観
光
戦
略
の

目
的
と
し
て
は
、
最
終
的
に
は
関

係
人
口
を
増
や
す
こ
と
と
考
え
て

い
る
。

岡
村
議
員
　
農
村
資
源
活
用
推

進
費
の
委
託
料
で
ヨ
モ
ギ
の
栽
培

研
究
を
行
う
と
聞
い
た
が
、そ
の

技
術
の
活
用
は
検
討
は
さ
れ
て
い

る
か
。

農
村
政
策
課
長
　

量
産
化
、
機

械
化
が
確
立
す
れ
ば
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
た
生
産
に
つ
な
げ
た
い
。

町
土
整
備
課

岡
村
議
員
　
区
内
道
や
除
雪
に

遅
れ
が
生
じ
や
す
い
町
道
に
対
す

る
除
雪
機
械
の
補
助
金
制
度
が
で

き
な
い
か
。

町
土
整
備
課
長
　
現
在
あ
る
の

は
、
消
雪
に
対
す
る
補
助
制
度
だ

け
、
パ
イ
プ
等
の
材
料
費
や
ポ
ン

プ
等
に
対
し
て
の
補
助
は
あ
る
。

丸
石
議
員
　
空
き
家
か
ら
の
落

雪
で
道
路
の
通
行
に
支
障
が
出
た

場
合
に
、対
応
し
た
方
へ
の
補
助

制
度
は
検
討
で
き
な
い
か
。

町
土
整
備
課
長
　
国
県
道
の
場

合
、
管
理
者
が
県
に
な
る
た
め
対

応
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
時
は
町
と
連
携
し
て
対
応

す
る
場
合
も
あ
る
。
区
内
道
だ
け

で
な
く
緊
急
時
に
は
自
助
・
共
助

で
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
委
員
会

丸
石
議
員
　
小
学
校
の
給
食
無

償
化
に
な
っ
て
も
継
続
し
て
質
の

高
い
食
材
の
提
供
が
で
き
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

 

町
内
の

食
材
を
使
用
し
現
状
通
り
質
の
高

い
食
材
を
提
供
し
て
い
く
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
給
食
費
無
償

化
で
、国
か
ら
の
補
助
と
か
か
る

費
用
の
差
は
い
く
ら
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

 

月
額
の

給
食
費
は
６
︐７
０
０
円
で
国
か

ら
の
補
助
は
５
︐２
０
０
円
。
差

額
の
１
︐５
０
０
円
は
町
の
負
担

と
な
る
。

質 疑 応 答
宇野一正
富田重弘

松井靖明
淸水龍司

宇野邦弘
丸石純一

委　員

委員長 岡村　祐 佐野和彦副委員長

予算常任委員会

意 見

意 見

意 見提 案

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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■  一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

【
再
質
問
】

　
木
材
の
搬
出
時
点
で
、野

生
動
物
の
生
息
域
に
既
に
侵

入
し
て
い
る
。棲
み
分
け
と

言
わ
れ
て
も
疑
問
。

町
中
心
部
の

ト
イ
レ
問
題
に
つ
い
て

問 

こ
っ
て
コ
テ
周
辺
で
早

朝
・
夜
間
に
ト
イ
レ
が
開
い

て
な
い
の
が
問
題
と
感
じ
て

い
る
。個
人
店
へ
の
駆
け
込

み
、田
畑
で
の
公
然
排
尿
が

目
立
つ
。工
事
関
係
者
や
観

光
客
か
ら「
目
の
前
に
あ
る

の
に
使
え
な
か
っ
た
」「
場
所

が
わ
か
ら
な
い
」な
ど
不
満

が
出
て
い
る
。

答 

農
村
政
策
課
長

独
立
開
放
で
き
る
構
造
で

な
く
、
防
犯
や
管
理
上
24
時

間
開
放
は
困
難
。
過
去
に
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
燃
や

さ
れ
た
事
案
も
あ
る
。
町
の

駅
ト
イ
レ
は
8
時
30
分
～
18

時
30
分
が
基
本
。で
き
る
だ

け
早
い
時
間
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
、
指
定
管
理
者
に
対

し
運
営
面
で
配
慮
を
求
め
る
。

イ
ン
、 

導
水
ト
ン
ネ
ル
の
川

下
り
、
滝
へ
の
観
光
ル
ー
ト
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
が

提
案
さ
れ
た
。
8
月
ま
で
に

取
り
ま
と
め
る
予
定
。 

望
郷

の
碑
は
令
和
9
年
度
に
設
置

予
定
。 

ダ
ム
湖
上
流
部
の
龍

双
ヶ
滝
ま
で
の
整
備
は
国
の

事
業
に
な
ら
な
い
。

答 

町
長

　
大
本
の
上
流
整
備
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
と
聞
い
て

い
な
い
た
め
町
と
し
て
は
答

え
が
で
き
る
状
況
で
は
な
い

が
、
関
係
者
の
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
。

【
そ
の
他
】　

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
」を
国
保
や
社
会
保

険
料
に
上
乗
せ
す
る
制

度
は
お
か
し
い
。町
長
と

し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答 

保
健
福
祉
課
長

　

国
の
制
度
で
あ
り
円

滑
な
制
度
運
営
に
取
組

み
、
子
ど
も
や
子
育
て

世
帯
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の

管
理
と
防
犯
に
つ
い
て

問 

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
前
に
設

置
さ
れ
た
直
立
型
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
管
理
や
防
犯
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

ケ
ー
ブ
ル
の
埋
設
・
保
護
、

フ
ェ
ン
ス
や
監
視
カ
メ
ラ
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
見
通
し

確
保
、
点
検
見
回
り
な
ど
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
た
対
策

を
行
う
。
ま
た
、
不
審
者
や

車
両
の
通
報
を
促
し
、
地
域

の
目
に
よ
る
抑
止
力
向
上
に

も
取
り
組
む
。

あ
り
、
建
物
の
老
朽
化
は
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
現
時
点

に
お
い
て
大
き
な
支
障
は
生

じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
火
葬

設
備
に
つ
い
て
は
専
門
業
者

に
よ
る
定
期
点
検
お
よ
び
必

要
に
応
じ
た
修
繕
・
更
新
を

行
っ
て
お
り
、
機
能
面
で
の

問
題
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

一
方
で
、
建
物
に
つ
い
て

は
半
世
紀
近
く
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
や
建

替
え
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
よ
り
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
場

所
の
選
定
な
ど
複
数
の
課
題

が
あ
り
、具
体
的
な
計
画
の

策
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

【
再
質
問
】

町
民
か
ら
不
満
の
声
も
頂

い
て
い
る
の
で
計
画
に
つ
い

て
は
、な
る
べ
く
早
期
改
善

を
求
め
た
い
。

　
商
工
活
性
化
と
町
の

産
業
政
策
に
つ
い
て

問 

町
内
の
商
工
事
業
者
は

地
域
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
民
間
の
力
を
引
き
出
す
た

め
、町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
持
ち
、挑
戦
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
の

か
、町
の
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答 

農
村
政
策
課
長

地
元
事
業
者
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
が
経
営
相

談
や
各
種
支
援
制
度
の
活
用

支
援
を
担
い
、
町
は
そ
の
運

営
を
補
助
す
る
。

ま
た
、
国
や
県
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
も
商
工
会
と
連

携
し
活
用
を
促
進
し
、
さ
ら

に
地
域
応
援
券
の
発
行
な
ど

に
よ
り
町
内
消
費
を
喚
起
し
、

町
民
生
活
の
支
援
と
あ
わ
せ

て
地
元
事
業
者
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

除
雪
支
援
を

　

問 

高
齢
者
宅
に
対
す
る
除

雪
や
雪
下
ろ
し
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
、県
内
９
自
治

体
で
は
、日
常
生
活
上
援
助

が
必
要
な
高
齢
者
等
な
ど

「
要
援
護
世
帯
」へ
の
助
成

制
度
が
あ
り
、雪
下
ろ
し
や

道
路
か
ら
玄
関
ま
で
の
除
雪

に
支
援
金
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
区
道
な
ど
の
除
雪
に

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
除
雪
隊
」

が
活
用
で
き
な
い
か
。管
理

丸石 純一 議員

宇野 邦弘 議員

一 般一 般
質 問質 問

いっぱん  しつもん

火
葬
場
の
今
後
の

計
画
に
つ
い
て

　

問 

火
葬
場
建
て
替
え
計
画

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
と
、

今
後
も
使
用
を
続
け
る
場
合

の
計
画
的
な
修
繕
・
維
持
管

理
計
画
の
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。

答 

住
民
税
務
課

池
田
町
葬
祭
場
は
昭
和

52
年
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
倒

壊
の
危
険
も
あ
り
、対
策
を

町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答 

町
土
整
備
課
長

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
除
雪
は
現

在
の
人
員
と
機
械
で
は
、
限

界
の
状
況
で
あ
り
、
除
雪
区

間
の
拡
大
は
困
難
。

答 

総
務
財
政
課
長

　

空
き
家
の
解
体
に
対
す

る
補
助
つ
い
て
は
、
援
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
特
定

危
険
空
き
家
に
な
る
ま
で
放

置
さ
れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
。

い
わ
ゆ
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

の
恐
れ
も
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
集
落
と
連

携
し
、
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
必
要
な
処
置
を
と
る
よ

う
指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

ダ
ム
の
活
用
検
討
会
に

水
没
地
域
関
係
団
体
の

参
加
も

　

問 

足
羽
川
ダ
ム
の
活
用
検

討
会
は
ど
ん
な
団
体
に
呼
び

か
け
、ど
ん
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
。水
没
地
域
の
関
係

団
体
に
も
呼
び
か
け
る
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
。い
つ
ま

で
に
方
策
を
ま
と
め
る
の
か
。

水
海
川
導
水
ト
ン
ネ
ル
の
有

効
活
用
も
含
め
て
町
民
の
意

見
を
広
く
求
め
た
方
策
が
必

要
で
な
い
か
。大
本
の
対
策

委
員
会
と
ダ
ム
事
務
所
と
の

間
で
、「
記
念
公
園
な
ど
管

理
で
き
る
な
ら
国
有
地
使
用

も
可
能
」と
な
っ
て
い
る
。

龍
双
ヶ
滝
や
オ
ウ
穴
群
へ
の

観
光
道
路
整
備
と
あ
わ
せ
て

の
記
念
碑
設
置
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

町
土
整
備
課
長

　

検
討
会
は
ダ
ム
事
務
所
、

県
、
池
田
町
、
農
村
観
光
公

社
、
ま
ち
U
P
い
け
だ
、 

町

商
工
会
で
構
成
し
、
2
月
の

会
で
は
、
本
体
を
生
か
し
た

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ジ
ッ
プ
ラ

淸水 龍司 議員

獣
害
対
策
に
つ
い
て

問 

町
の
獣
害
対
策
が
進
ん

で
い
る
と
感
じ
な
い
。観
光

客
や
登
山
客
を
活
用
し
た

野
生
動
物
と
の
境
界
管
理

や
命
を
無
駄
に
し
な
い
加

工
場
整
備
な
ど
で
き
る
こ

と
は
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
木
材

搬
出
後
の
作
業
道
や
林
道
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
へ
の
再
利
用
は
、

登
山
ガ
イ
ド
な
ど
観
光
業
に

も
つ
な
が
り
、獣
害
対
策
と

の
組
み
合
わ
せ
を
強
く
勧
め

る
。

答 

農
村
政
策
課
長

安
全
確
保
と
農
作
物
被

害
防
止
を
基
本
に
捕
獲
や
電

気
柵
な
ど
の
防
護
、
農
地
や

山
際
の
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
野
生
動
物
と
の
棲
み

分
け
が
基
本
。
提
案
の
林
道

や
作
業
道
を
活
用
し
た
森
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
野
生
動

物
の
生
息
域
に
入
る
行
為
で

あ
り
、
棲
み
分
け
の
観
点
か

ら
対
策
と
は
な
ら
な
い
。　

丸
石
議
員

 

熱
中
症
対

策
と
し
て
小
中
学
校
に

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の

設
置
は
検
討
し
た
か
。

教
育
委
員
会
教
育
長

 

検

討
し
た
結
果
、
水
質
管
理

や
維
持
費
の
面
か
ら
今
ま

で
通
り
水
筒
を
持
参
し
て

も
ら
う
。

佐
野
議
員

 

キ
ャ
ン
プ
セ

ン
タ
ー
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

事
業
に
利
用
料
を
差
し
引

い
て
も
１
︐５
０
０
万
円
ほ

ど
一
般
会
計
か
ら
入
れ
て

い
る
が
、
宿
泊
事
業
の
再

開
は
検
討
し
な
い
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

 

町
が
宿
泊
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
地
域
振

興
施
設
と
い
う
位
置
づ
け

の
た
め
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

副
町
長

  

こ
の
事
業
の

課
題
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

事
業
に
こ
れ
だ
け
の
人

を
か
け
て
や
る
の
か
、
投

資
を
し
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

じ
ゃ
な
い
宿
泊
施
設
を
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
教
育
委
員
会
で
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

松
井
議
員
　
医
師
派
遣

制
度
は
ま
だ
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
自
治

医
大
卒
の
医
師
派
遣
制
度

は
あ
り
、
県
に
派
遣
要
望

し
て
い
る
が
医
師
不
足
で

派
遣
が
難
し
い
点
が
課
題

で
あ
る
。

丸
石
議
員
　
お
た
が
い

さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、実
際
に
取
り
組
み

可
能
な
地
区
は
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
事
業

と
し
て
ど
の
よ
う
な
見
込

み
を
立
て
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
モ
デ

ル
地
区
に
つ
い
て
は
、
既

に
民
生
委
員
や
保
健
推

進
員
な
ど
一
定
の
担
い
手

が
い
る
想
定
地
区
が
あ
る
。

制
度
に
頼
ら
な
い
見
守
り

や
支
援
が
必
要
な
住
民
も

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で

の
支
え
あ
い
の
仕
組
み
を

構
築
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

宇
野
邦
弘
議
員
　

国
保
税
条
例
改
正
で
、

子
育
て
支
援
額
の
上
乗

せ
は
国
保
加
入
者
に
強

い
る
べ
き
で
は
な
い
。

意 見
施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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水海川導水トンネル

水海川分水堰

水海川
水海川

水海川 貯砂ダム

左岸貯砂ダム

水海川導水トンネル
呑口部

水海川分水施設イメージ図

足羽川ダムにおける足羽川ダムにおける水海川分水施設関連工事につい水海川分水施設関連工事についてて

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
淸
水
　
龍
司

副
委
員
長
　
宇
野
　
一
正

委
　
　
員
　
丸
石
　
純
一

委
　
　
員
　
富
田
　
重
弘

委
　
　
員
　
岡
村
　
　
祐

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
松
井
　
靖
明

編集後記

今
年
も
新
し
い
年
度
が
始

今
年
も
新
し
い
年
度
が
始

ま
り
、
池
田
町
も
ま
た
一
歩

ま
り
、
池
田
町
も
ま
た
一
歩

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

議
会
で
の
議
論
を
重
ね
る
中

議
会
で
の
議
論
を
重
ね
る
中

で
、
改
め
て
町
の
課
題
の
大

で
、
改
め
て
町
の
課
題
の
大

き
さ
と
、
同
時
に
人
の
温
か

き
さ
と
、
同
時
に
人
の
温
か

さ
や
力
強
さ
を
感
じ
て
い
ま

さ
や
力
強
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ

す
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
つ
ひ
と

が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
議
会
で
向
き
合
っ

つ
丁
寧
に
議
会
で
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
声

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
声

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
議
会
広
報
が
で
き
る
よ

良
い
議
会
広
報
が
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
丸
石　
純
一
）

（
丸
石　
純
一
）

（
宇
野 

邦
弘
）

●
令
和
８
年
度
池
田
町
一
般
会
計
予
算
、

　
国
保
会
計
予
算
や
条
例
改
定
へ
の
反
対
討
論

●
議
案
第
10
号

　
総
額
60
億
円
余
の
予
算
の
中
で
地
球
温
暖
化
対

策
の
諸
事
業
な
ど
賛
成
だ
が
、
少
額
で
支
援
可

能
な
中
学
校
給
食
の
無
償
化
や
高
校
ま
で
医
療

費
無
料
を
町
は
や
ろ
う
と
し
な
い
。
地
方
創
生

道
整
備
推
進
の
名
の
も
と
大
規
模
峰
越
林
道
を

作
り
続
け
る
事
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
議
案
第
11
号 

及
び 

議
案
第
21
号

　
子
育
て
支
援
の
財
源
を
国
保
税
に
上
乗
せ
す
る

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
定
・
国
保
特
別
会
計

に
反
対
。
子
育
て
支
援
の
財
源
は
富
裕
層
課
税

で
行
い
。
膨
れ
上
が
る
軍
事
費
削
減
こ
そ
国
に

求
め
る
べ
き
。

反
対

討
論

宇
野
邦
弘
議
員
が
、

町
議
会
議
員
10
年
の

表
彰
を
福
井
県
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰

足
羽
川

足
羽
川
ダ
ム
ダ
ム

    
水
海
川
分
水
施
設

水
海
川
分
水
施
設

　水海川分水施設は、水海川の水を分けて流すためのものです。
　ふだんは、水海川の水はそのまま下流へ流れます。洪水のときは、導水トンネルへ川の
水を送り、部子川にある足羽川ダムへ流します。
　これにより、水海川下流に大量の水が流れ込むのを抑え、川の氾濫を防ぎます。
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